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新年のご挨拶
北海道看護協会 釧路支部
第1副支部長 髙﨑直子

会員の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

日頃より釧路支部の事業にご理解、ご協力をいただき感謝申し上げます。コロナ禍におきまし
ても、令和４年度の事業を滞りなく終えようとしています。研修会は、オンライン研修が主軸
となっておりますが、企画側も参加者側の皆さんも操作に慣れて、様々な研修でグループワー
ク等が活発に行われ、時代の変化を体感しているところです。
令和４年度も新型コロナウイルス感染症の波を何度も乗り越えながらの航海でした。大きな波
が押し寄せ、各病院や各施設でクラスターが多数発生することもありました。そのような中で
も保健師、助産師、看護師はその時々の変化に応じて、あらゆる領域で役割を発揮してきまし
た。保健所と病院、病院と病院、病院と介護施設など横の繋がりが一層強くなった一年でもあ
りました。

さて、釧路支部の活動を振り返ってみますと、今年度は３年ぶりに高校生１日看護体験が再開
いたしました。参加人数を制限した中での開催でしたが、将来看護師を目指す高校生の看護体
験は未来の看護師確保に繋がる機会となりました。また、昨年度から再開した施設間交流も参
加希望者が多く、参加者からは「知見が広がった」「また参加したい」など建設的な意見が多
く寄せられました。
会員懇談会は、看護師職能集会と合同で開催しました。道東の地域看護に精通している川添先
生の「地域病院と施設の連携」の講義もあり、Zoomをフル活用し活発な意見交換を行う場とな
りました。
助産師職能集会は、久々に対面集会を開催しております。講義と実技を通し学びや交流が深
まった機会となりました。
保健師職能は、新型コロナウイルス感染症の対応に追われながらも、保健師だよりを3回発行、
３年ぶりの職能集会も開催し、グループワークでは時間が足りない程の活発な意見交換が行わ
れ、勢力的に活動しています。

コロナ禍からのスタートなった 井上 操支部長のリーダーシップに支えられ、役員全員で今
年度の事業を運営してまいりました。今後も国の動向を見定め会員の皆さまの声を聞きながら、
保健師、助産師、看護師が連携して支部事業を進めてまいります。引き続き、皆様のご協力、
ご支援をよろしくお願いいたします。
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高校生1日看護体験開催～2022年10月21日～

新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け中止しておりましたが、感染対策を徹底しこの度
3年ぶりに再開することができました。

開催にあたり御多忙な中もご協力頂いた施設、スタッフの皆様に深謝致します。

今年度は大幅に募集人数を縮小し、開催１週間前より参加者へ体調チェックをしてもらい、
当日の体調確認を得て7施設、5高校２7名の参加で実施しました。又、看護師体験の内容や
実施時間は各施設で工夫してもらい、体験後に座談会とQRコードを利用したアンケートを実施
しました。

＜看護体験実施施設＞

市立釧路総合病院、釧路労災病院、釧路赤十字病院、釧路協立病院、釧路三慈会病院、
摩周厚生病院、厚岸町立病院

＜看護体験参加高校＞

釧路湖陵高校、釧路北陽高校、釧路商業高校、釧路東高校、標茶高校

《高校生1日看護師体験アンケート結果 27名中２２名解答》

＜学年＞
1年生：27.3% 2年生：63.6% 3年生：9.1%

＜Ｑ1：看護体験を終えて進路についての心境に変化はありましたか？＞
・看護師になりたい気持ちが強くなった：86.4%
・できれば看護師になりたい：9.1%
・とても大変そうで難しいと思った：4.5%

＜Ｑ2：今回の1日看護体験に参加してどのように感じましたか？＞
・大変良かった：95.5%
・良かった：4.5%
・よくわからない/良くなかった：0％

＜Ｑ3：体験では何ができましたか？＞
車いす移動介護、血圧測定、患者さんとのコミュニケーション
透析室での治療内容やICUの仕事内容の見学、手術室の構造や、材料、殺菌機械の説明、
ナースステーションでの食事介助や、手浴・足浴の見学・介助、小児科見学
先輩からの話を聞いたり質問ができた。専門学校の雰囲気を感じることが出来た
高齢者体験（グッズ装着） 聴診器使用 点滴交換見学
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《高校生1日看護師体験アンケート結果》

＜Ｑ4：他に体験したかった事はありましたか？＞

・採血の様子を見たい。

・コロナの影響ではあるが、患者さんと触れ合う事も出来たら良かったなと思いました。

・実際の病棟などの見学をしたかったです。

・実際に病棟に行ってみたかった。

・点滴の落とし方を体験したかった

・血圧測定体験をしたかったです。

・シーツ交換、ストレッチャー移乗をしたかった。

・人工採血機？での採血体験をしたかった。

＜Ｑ5：感想・意見・希望など自由にお書きください＞

・将来に役立つことを吸収できました。ありがとうございました！

・とても貴重な時間を過ごせました。自分の進路や将来を考える良い経験になりました。

・看護職を肌で感じ、雰囲気なども知れて、改めて看護職につきたいと思いました。

・実習を教えてくれた先生達がとても優しく丁寧に教えて頂き楽しんで行うことが出来た。

・看護師の仕事や専門学校としての設備を回ったりできて現場に行かないと分からないこと
が沢山知れて嬉しかった。

・とても楽しく優しく教えていただき有意義な時間になりました。このような体験は初めて
だったのでより看護師を身近に感じ大変さや楽しさを教えていただけて本当によかったです。

・今回の看護師1日体験では病棟を実際に見学して入院している方と看護師さんのコミュ
ニーケーションを聞いてどちらとも感謝と笑顔の気持ちを持ち接していてとても感じること
ができました。すごく良い経験をすることができました。

・とても楽しく看護体験ができました。細かなところまで丁寧に教えていただき、進路のお
話などさせてもらいとても勉強になりました。

・大変貴重な機会を設けてくださりありがとうございました。今回の経験を通して看護師に
なりたいという意欲がより増しました。また臨床検査技師の方の仕事内容を見ることができ
たり、周りをよく見ることや患者さんと接しながらよく観察し変化の有無を見ることが大切
だということを学びました。私はまだ1年生ですが今回の体験を通してもっと進路に向けて
本気で立ち向かおうと思いました。病院の皆さんや患者さんはすごく優しくて本当に本当に
看護師になったかのような気持ちでいられました。でも、楽しくて現場に馴染みすぎて患者
さんに敬語ではなくタメ口になってしまったことが欠点でした。今回の体験は看護師の仕事
のほんの一部の業務でしかないと思いますが、今回の体験を思い出して皆さんから教えてい
ただいたことも頭に浮かべながら実習をしたいと思います。
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看護師職能集会・会員懇親会に参加して
ふわり訪問看護ステーション 菅原みゆき

10月8日看護師職能集会・会員懇談会の研修にZoomで参加させて頂きました。研修の第1部で
は北海道看護協会副会長 深津恵美講師から「看護の動向」について、第Ⅱ部では北海道医
療大学地域看護専門看護師 川添恵理子講師から「地域医療における看護師の役割」につい
ての講義を受講、最後に20分程度のグループワークを実施しました。

私は訪問看護ステーションで訪問看護師として勤めて6年目を迎えました。現在もコロウィ
ルス感染が蔓延していますが、最近は特に感染の拡大を身に染みて実感しています。

研修内でもコロナ禍における地域連携の課題について述べられていましたが、地域の場で抱
えている悩みや課題と同じように、病院内で抱えている課題について知ることができました。
双方が抱えている課題を知ることにより問題解決の第一歩に近づき、患者様や御家族様の不
安が解消できるような体勢作りを構築していきたいと考えます。川添講師からの講義の中で
も「生活の場が変わってもその方の人生の物語が途切れないように」また「その人にとって
の最善は何か」を考えることが大事であるというお話がありました。当法人でも、毎週カン
ファレンスを開催し利用者様への関わりや想いに寄り添うための話し合いを医師やケアマネ
ジャー、介護員と共に実施しています。まだまだ課題は多くありますが、スタッフ一人一人
が同じ気持ちで関われるよう日々努力をしているところです。

コロナ禍の中ですが、Zoomを通じて様々な立場の方とグループワークの中で意見交換できた
ことは大変貴重な経験をさせていただきました。患者様や利用者様の“最善の方法”のため
に、病院と連携し継続した意見交換が持てるよう今後も尽力していきたいと思います。

医療安全ネットワーク研修会に参加して
釧路孝仁会記念病院 佐藤由依

私は医療安全委員として２年目となりました。主な活動内容としては、毎月の委員会への参加、
インシデント集計、インシデントがあった場合には速やかに病棟カンファレンスで話し合い、
原因や今後の対策などを話し合うことでした。

今回、医療安全ネットワーク研修会「ポジティブアプローチ」に参加させていただき、多くの
新しい学びがありました。 今まではインシデントが起こった場合には、「ミスをしてしまっ
た、反省しなければならない、どうするべきだったのか」などと自然にネガティブな感情と
なっていました。ですが、今回の研修を受けてインシデントは悪いことではなく、視点をかえ
て「安全を確保できる方向にシステムを設計し直し、将来のエラーを減らすように専心するこ
と」が大切であると学びました。

人は誰でも間違えることを前提に、個人を責める風潮にならないよう、医療安全委員が率先し
てポジティブアプローチをしていきたいと思います。病棟や病院全体の医療安全活動が活発に
なるように、報告を生かし、還元できるように努めていきたいと思います。
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助産師職能集会
「親と子の信頼を育む子育てのために～ベビーウェアリング
の大切さと技術を学ぶ」 研修会に参加して

鶴居村役場 小北 由紀子

１０月１日助産師職能集会「親と子の信頼を育む子育てのために～ベビウェアリングの大切さ
と技術を学ぶ」研修会に保健師として参加させていただきました。

最近は便利な育児用品が多く普及され、母親が乳児を抱っこやおんぶする時間が以前より少な
くなってきているように感じます。NPO法人だっことおんぶの研究所 園田正世先生の講義をう
け、乳児は抱っこされ相手の顔が見えることで相手の意図がわかりやすくなることや、視線と
声かけを同時に経験することでお互いの動きの相互作用によりコミュニケーション発達の基礎
となる可能性があることを学ぶことができました。また、抱っこにより密着し触れることで
「愛情ホルモン」と呼ばれるオキシトシンが産出され、抱っこしてリズミカルに歩くことでセ
ロトニンが増加しお互いに「かわいい」「大好き」と思え、赤ちゃんが落ち着くこと（泣かな
い状況をつくること）で育児ストレスの多くが解消されることを再確認できました。

実習ではスリングやさらしなどを使い抱っこやおんぶする方法を初めて体験しました。研修会
で学んだ情報や技術を今後の母子保健活動に役立てていきたいと思います。

今回、保健師職能にも研修会の機会を提供していただき感謝しております。ありがとうござい
ます。

「災害看護」の研修会に参加して

釧路労災病院 村元祐子

9月10日に開催された北海道看護協会支部担当研修「災害看護」に参加しました。

講師である市立釧路総合病院の泉谷勇救急看護認定看護師は、東日本大震災で 医療班の一員と
して活動されており、その時の経験も研修の中でお話してくださいました。

研修では災害の種類（自然災害、人為災害、特殊災害）があり、一言で災害と言っても災害の種
類によってもたらされる影響や起こる問題に違いが出ることを理解しました。私自身釧路に住ん
でいると「地震と地震による津波、建物損壊・それに伴う外傷」が災害のイメージとなります。
しかし、最近は大雨・大雪による災害や竜巻、先日はミサイル発射によるJアラートの発動など
があり、地震以外の災害をイメージした対策が必要であると強く感じています。

講師が例として挙げていたのは今年の「釧路湿原マラソン」でした。非常に気温が高くなり救護
所に運ばれた参加者が多数おり、10名が救急搬送されたそうです。しかし気温上昇が予測されて
いたため、通常より医療班を増員したことで通常の救急診療に影響はなく対応できたとのことで
した。

私が勤務する病院でも災害対策マニュアルが整備されています。ただ、私が自宅で被災した場合、
職場に行くためには「橋」を渡らなくてはなりません。東日本大震災では通行止めとなり、かな
り遠回りをしなくては職場に向かうことができませんでした。今後釧路で死者が多数出ると言わ
れている大地震に伴う津波が発生した場合、被災者が多数いるのに職場に向かえなかった場合ど
うしたらよいのか、職場に行くことを最優先として考えるのか、近くの基幹病院に応援要員とし
て向かうべきなのかなど色々なことを想像させられた研修となりました。

今回の研修を活かし、いつ発災するかわからない災害に備えていきたいと思います。
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編集後記

２０２２年１０月には3年ぶりに「高校生1日看護体験」を開催することができました。まだまだ
コロナ感染症の終息には至ってはおりませんが、上手に感染対策を活用しながら看護協会活動が
盛んになることを願っております。

看護協会釧路支部の広報誌の題名にもなっている「きんれんか」は釧路市の市花として指定され
ております。この花言葉は、「勝利」「困難に打ち勝つ」です。

まだ寒い時期が続きますが、きんれんかの開花や次期広報誌が発行されるのを 楽しみにお待ち
頂けると幸いです。

きんれんか広報誌バックナンバーはホームページでもご覧いただけます。

「北海道看護協会釧路支部きんれんか」で検索お願い致します。

＜編集担当：働き続けられる職場づくり推進委員会＞

川野 みのり（市立釧路総合病院）

加賀谷 要 （星が浦病院）

高橋 祥子（釧路赤十字病院）

細木 五月（釧路労災病院）

田端 多良子（釧路三慈会病院）

北海道看護協会 釧路支部会員数
（2022年12月末時点）

保健師94名 助産師44名 看護師1798名 准看護師56名

総数1992名
★入会ご案内施設やご友人などで入会されていない方がおりましたら、ぜひ
入会をお勧め願います。

＜変更の手続きについて＞
勤務先の変更や個人会員の方がお引越しをされた場合は変更手続きが必要です。退職された場合は
変更手続きをすることで個人会員の登録となり、それまで職場に送られていた研修案内などをご自宅
へお送りします。（変更手続きがない場合には郵便物をお届けできません。）
又、施設代表者が代わられた場合にも変更手続きが必要です。手続きには数週間かかりますので早
めの連絡をお願いします。

＜入会申し込み・変更手続きなどの問い合わせ先＞
公益社団法人 北海道看護協会 総務部総務課
ＴＥＬ：011-863-6731
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